







総 括 討 論
TimothyKern:最後の総括議論 に入 りたい と思い ます。今 日はVandeWalle先 生がチ ェア
です。 それか ら発 言は手短 にポイン トを ク リアに して、議論がで きるよ うな形に して くだ さ
い。
WillyVandeWalle:5日間に亘って辛抱強く、粘 り強 く、心強 く、力強 く、シンポジウ
ムにご参加、ご貢献 されて、随分お疲れかとは存じますがもう一息、最後の力を全体討議 と
シンポジウムの総括に注ぎたいと存 じます。『公家 と武家一その比較文明史的研究』 といっ
た広範囲なテーマに挑戦 して参 りましたが、そのテーマを幾つかのサブテーマに分解 して、
文人型社会 と戦士型社会、王権 と儀礼、貴族 とはなにか、封建制度 と官僚制度、そして、思








交渉も非常に狭い範囲に限られており、知 らない人間との接触、つま り隣 りの集落の人間と








同士が相互関係を整理する。約束、契 り、誓言を交わ し、盟約を結び、主従関係を成立 させ
る。そこで盟主 として仰がれるものも必然に出て くる筈である。約束を破 らないことを美化































次の問題 として王権を取 り上げる必要がある。王権 と言えば、王権の正当化 と正統性が、
中心的な要素となる。盟主から発達 した君主なら、同等者の中から選抜 されることが、その
正統性の根本を為すわけだが、後継が全く保証 されないので、君主として望ましくないもの



























feudalism又 はf60dalit6と は封建制度 と一致するものなのかどうか。封建制度は郡県制
度の対義語であり、feudalismやf60dalit6は 寧ろマルクス主義的な史的唯物論の枠組み








うかとい うことです。私は貴族とい うものを、必ず しも法によって特権が保障されていなく
ても、貴族 と呼ぶことはできると思ってお ります。つまり何 らかの国家組織ができたときに
は、そこに世襲的に優越的な地位 を持つグループといったものがすでに存在 している。それ
が最初の段階の貴族とい う風に呼ぶことができると思っています。
ただその中で、おそ らく王権とい うものが生まれてくると、それまで存在していたア リス
トクラットといったものは、国王のライバルになります。従って王権 としては、自分を支え
るための集団を新たに作 り出そ うとします。こうして古い貴族 と、新 しく国王の権威の下に
作 られる貴族 と、二重の貴族ができる可能性があります。もちろんこの二つは融合した り、
一方が他方に代わったりしうるわけですが、それで貴族に特権を与えるような強力な王権と














は、儀礼を通じて行われるとい う風に理解 していいと思いますが、その王権と儀礼 とは密接
な関係にある。王権にとって儀礼ほ ど大事なものはない。だから中国の周時代の朝聘儀礼や
ビザンツ皇帝の即位式についてご発表頂きましたが、それがいかに儀礼が重要なウェイ トを










国と違って後継 しない。 これは個人個人で、自分の美徳等によって仏との不思議な関係 を持





笠谷 和比古:申 し訳ございません。議論の進行を戻 してしま うような発言で申し訳ないの














VandeWalle:後で、称号 について は取 り上 げよ うと思 って いたのです が、君主の 自称 、
例 えば ビザ ンツ皇帝 につ いてご発表 を頂 いた ときは、確 かに自分 を最初 に 「イ ンペ ラー トル
(Imperator)」 と言 い、その後 「バ ジ レウス(Bαs伽%s)」 と言い、「オー トクラ ッツ(Autocrat)」 、
「デス ポ ッツ(Despot)」 とい うよ うな 自称 を使 いま した。 ですか ら、 これ は非常 に絶 対的
な色彩 を表す表現 であ り、それ か ら東洋 の方 では、例 えば 日本 の場合 は、天皇が 自分を何 と
名乗 るか、或 いは将軍 は 自分 を何 と呼ぶ か、臣下は将軍や天皇 を何 と呼ぶ か、そ うい うよ う
な非常 に細 かい問題 のよ うに見えるけれ ども、 これ は非 常にそ の同時代 の人 たちにとって重
要 な問題 であった。 その呼称 そのものに ミスがあれば大変 な問題 となったものですか ら、や
は り儀礼 の一種 、またはそれ に関連す る ものであ り、その王権 の質 を描 き出す ためには、一
つ のポイン トになるのではないか と思 います 。
はい、 ど うぞ。
三谷 博:そ れにくっつけて言います と、君主が自分をどう呼ぶか、或いは臣下がどう呼ぶ
かとい うのは、そのコンテクス トに依存 していて、どういう場面かとい うのは非常に大事で
す。
例えば、ペ リーが来たときの将軍で徳川家慶とい う人がいますが、この人は自分の補佐役
として徳川斉昭を採用 しようとい う議論が沸き起こったときに、記録に残っていますが 厂そ
れでは、俺は無くてもよいか」と。将軍が自分のことを 「俺」と言っている。今の日本語で
は、「オレ」 とい う自称は非常に下層階級 とい うか、あまり高貴な人ではないとい うイメー
ジがあるのですが、この場合のように身近な人の中で話す自称 と、公的な揚で話す 自称は全
然違 うわけですね。そ うい うことに注意 して調べるといいと思います。
VandeWalle:そうですね。要す るに状 況が非常 に大事 ですね。 その通 りだ と思います。
他に何か ござい ますか。
これ に関 して例 えばイ ギ リスの場合 で は、割 と早期 に臣下 が国王 を 「マイ ロー ド(My
:Lord)」 と呼 んだのです が、その後 「ユ アハイネ ス(YourHighness)」 とか、 「ユ アマ ジェ
ステ ィ(YourMajesty)」 等 、段 々お ごそ かな唱 え方 に転換 してい く。 それ に関 して当時 の
人た ちは、 「マイ ロー ド」 とい う表現 を ど うい う風 に捉 えたか。我 々は現在 「マイ ロー ド」
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と軽く使っているのですが、その当時としてはもっと重い意味を持っていたかもしれません。




AnthonyPollard:英 語の用語について一つコメン トしましょう。指摘 されたように、さ
まざまな状況やコミュニケーション方法によって変わ ります。「MyLord」 という表現は、
限られた身分を持っ人に対 して手紙などで使 う月並みな言い方です。 しかしながら、王でも
「Sire」と呼ばれることはたびたびあ りました。語源はフランス語で した。様々なしきた り
についてはさほど詳しくないので、コメン トを控えさせていただきますが、非常に複雑な問











が終わるまでそ うでした。二つの世界が19世 紀になってから衝突するまで、明 らかに違 う
特徴はここにあったと思います。以上です。
RichardKaeuper:コメン トをあ りが とうござい ま した。 この こ とは私 もとて も気 になっ
ていま した。 ヨー ロッパ歴 史家 に とってはこの武 家対公 家の区別 は どれ ぐらい有効 か疑 問に
思っていま した。 中国、韓国、 日本 の場合 は完全 に当てはめる ことはできますが、 ヨーロ ッ
パの 旧社会ではそ うと限 らないです ね。
Pollard:ヨ ー ロッパの仲間か らの コメン トはないで しょ うか。
Kaeuper:先 日のSassier先 生の報告通 りだ と思います。武家の身分を持たないものがます
ます旧武家貴族 と同時に行政に関わっていま した。12世紀の有名な聖職者のOdericVitalis
などは、身分の低い者たちがヘンリ2世 のプランタジネ ット朝の官職に付 くことに嘆いてい
ました。 しかし、この区別は不明になって貴族(戦 士でもあった)は 統治権を握 り続けてい






VandeWalle:こ れは、一っの問題 として指摘できると思いますが、 日本の場合は、武家
と公家が同時に存在する。ヨーロッパの場合は、少 しずっ戦士貴族から都市貴族、或いは在
地貴族から都市貴族といった展開を見せていくわけです。 日本の場合は、両方同時に存在し
て、ずっと存続するとい うのが 日本の歴史の特色ではないかとい う捉え方があります。
どうぞ。
笠谷:小 さなコメントですが、誤解があ りませんように、 日本の中世社会では、聖職者 も重
要な役割を果たしております。公家だけではなく、宗教上の聖職者も重要な役割を果たしま
す。彼 らは単に宗教をす るだけでなく、国王の行財政にも関わ ります。特に禅宗の僧侶は、
将軍の秘書官としての役割、或いは外交文書を起草する。法律を起草する。そ ういったヨー
ロッパの聖職者 と似たような役割をします。そうい うグループが、公家 とは別に存在 してい
るとい うことも、一応 ご認識 ください。
三谷:つ まり日本の場合は、二分法ではなく、本当は三分法になるのですね。仏教の僧侶 と
公家 と武家の3っ です。朝鮮の場合であれば、それが別の形で武官 と文官 とい う風に分けら
れて、中国もそれに似ている。すると、ちょうどヨーロッパの場合には、聖職者と世俗の貴
族 とい う別の二分法になる。そ うすると全部カバーできるでしょうね。








YvesSassier:私は13世 紀 フランスの貴族 につい て、少 しコメン トしよ うと思います。十
分理解 すべき ことは、国王を取 り巻 いていた人々が依 然 と して多機能 的であ り続 けたこ とで
す。最 終 的な例 としてフ ィリップ ・ド・ボー マノ ワール(PhilippedeBeaumanoir)をあげ
るこ とが できます。彼 は国王のバイ イ(bailli)、 す なわ ち13世 紀 にお ける国王行政官 です。
このフ ィリップ ・ド・ボーマ ノワール は法学者 であ り、役 人であ り、それ と同時 に城塞 を防









を構成 していたのは、一方では半数ない しほとん ど半数を占める俗人、他方ではもう半数を
占める聖職者だったからです。それは、すべての判決が神に向き合って与えられなければな
らないからです。聖職者は判決に最終的に神的な保証を与えるためにそこにいるわけです。





VandeWalle:これ もやは り聖職 の役割 を裏付 け る一つ の例 ですね。法 廷にお け る裁判官





少 し付け加えさせてください。 日本の公家は、儀式のときにとりわけ必要でした。 ヨーロッ
パの中世で重要な儀式は、ほとんどが聖職者によって行われました。彼 らが儀式とい うもの
の専門家であったわけです。もちろん聖職者は 「家」を作 りませんから、公家とは社会的に
非常に違 うと言えば違 うのですが、役割は共通の部分がある。私はそ う思います。
三谷:今 は中世同士の比較をなさっていますが、近世になると、やは り少し様子が違 うとい
う感 じがします。 日本の場合、公家が江戸時代に残ってしまった。武士が十全な貴族とな り、
公家は日本のほとんどの領域から排除されたものの、なお存在 したというのが非常に面白く、




例えば朝鮮での朱子学派がそ うい うことをした と思 うのですが、それが 日本の場合は、昔
か らあるものを残 していて、ただその生息領域は縮まっていく、しかし無 くさない とい う特
382
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徴がずっとあるようです。 どうしてそ うなったかとい うのは非常に面白い問題で、これ を理
屈できちっと説明するのは大変難 しい、 しか し面 白い問題なのです。
Pollard:聖 職者の役割については、もしかす ると用語の解釈相違があるかもしれません。






賜宴の絵では、最初に文科 とい うものがあり、後の方に武科 とあります。但 しそれぞれ甲、
乙、丙の3ラ ンクに分かれてお りますが、人数は文科の方が全部足 して12人 、それに対 し
て武科の方は38、9人 、3倍 いるわけです。 日本の近世の封建社会でも、将軍の他に三百諸
侯 と言われる大名が300人 余 り、その他、旗本や高級な武士は数千人いたといいます。朝鮮
半島では、そ ういう風に武科を通った武人の方が3倍 ほど多かった。そういった意味では島
国日本 と半島の朝鮮では、いずれも武人社会とい う側面があったとい うことは否定できない
と思います。






なお、宗教の役割 として、西欧ではキ リス ト教が非常に強かった。 日本でも仏教、神道は
それよ りは低かったと思いますが、かな りの役割を しています。それに比べると、大陸の中
国では、宗教はもちろんありますが、比重から言 うと、儒教に比べて非常に劣勢であったこ
とは否定できない。その点でも、社会の質が非常に違 うとい うことを感 じてお ります。以上
です。













当 していた。漢民族は文に徹 していた。そ うい う傾向のあることは、おっしゃる通 りです。















土地制度で、っまり、方一里すなわち900畝 の正方形の土地を井の字形に9等 分 し、周囲の
8区 を私田として8家 がそれぞれ100畝 ずつ耕作 し、中央の100畝 を公 田として8家 が共同
耕作 してその収入は主に祭祀、そして公益の事業に使 うわけです。
周王朝の政権構造 と社会構造からみると、当時、「卿遂」とい う社会構造があり、これは
「国(城)」(士大夫、つま り身分の高い人が住むところ)と 「野(郊 外)」(身 分の低い農民が
住むところ)に 分けられるような構造なのです。




VandeWalle:どうもあ りが とうござい ま した。谷井先生 、 どうぞ。
谷井 俊仁:こ の集ま りは比較文明史的研究とい うことですか ら、やは りどうい う基準で比











のが極端なまでに肥大 した社会なのだ ということが、自分なりにはよく分か りま した。













持つ人たちは皆、王家の人なのですね。私の発表に出た 「真骨」 とい う身分を持った人達で
すね。その人たちが実権を持っていた。その人たちは他の人 と同じように、皆始めは古代に
は戦士的性向を持っていた。彼 らが国づ くりをし、彼 らが領土を拡張する過程において、中
国的な統治法を導入 します。
始めに中国の文化を入れるときは、 これは日本の場合 との比較になると思 うのですが、中
国の文化を取り入れ るときに役割を果たすのは、やはり僧侶です。いわばイン ドの仏教が中
国に入 り、中国化 したものを朝鮮が取 り入れるため、その仏教 と一緒に入ってくるのが、や
はり中国の文化でした。 日本の場合も同じです。




た した役割は、朝鮮半島において統一国家が成熟す ると、そこか らは儒者たちが主となり引







では決 して無いのです。数が多い と言いますが、本当は文科も33人 が基本なのです。時と
場合によって違いますが。武人が絵の中にたくさん出てきましたが、それは必要な時に、数
は38人 と文人よ りも少 し多いのですが、時代的に全体から見て、文科は11世 紀に導入 して
そのまま20世 紀に至るまで継続 しますが、武科は一時的にバッと栄えて、またそれが消え






















VandeWalle:ありが とうございます。 三谷先生 、 ど うぞ。
三谷:今 の:Kang先 生 のお話か ら思い付 きま した。VandeWalle先 生 も実 はお っ しゃってい
たのです が、聖職者 とい うものは非 常に特殊 な身 分で、イ ンターナシ ョナルであ ると。今 ま
で我 々は国ご とに、 日本 、朝鮮 、中国、 ヨーロ ッパ のあ る国 とい う風に個別に話 してきたけ
れ ども、聖職者 だけはつ ながっている。 この聖職者 の国際性に もこれか らは注意 して議論 す
る とよい と思われ ます。
VandeWalle:そうです ね。 国際的な文化 を共有 してい るか ら、や は り宗教 とい うもの は、





VandeWalle:ええ、ただ歴史的な役割 はその時点で果 た してい るわけですね。
Kang:つ いでに言 うと、我々大学の教授や研究者たちというのは、昔の聖職者が果たした
役割を、まさに果た しているとい うことです。
VandeWalle:笠谷先生 、何か ご指摘 あ ります か。
笠谷:そ うですね。また儒教の役割が出てきま したので、少 し話が複雑になるかと思います
が、同 じ聖職者の範疇でも仏教徒の役割 と儒教徒の役割を同一にくくっていいのかどうかと







行 う儀礼は世俗的儀礼 とい うか、宗教色が必ず しも無い。 もちろん神道 という別の宗教に絡
まる点はありますが、仏教に比べるとより宗教色の少ない儀礼を担当しているということで、





つ人々」と、「剣 を取る人々」 という区分であり、そしてこれに加 えて ヨーロッパ世界が提
出した 「祈 りをする人々」 とい う区別は割と普遍的なのではないか。特にイスラム世界のい
う 「筆を取る人々」 と 「剣を取る人々」とい う基準は非常に分か りやすく、かつ普遍的な性
格を持っているのではないかとい う印象を持ちました。
VandeWalle:ありが とうございま した。 これ に関 して、また何か ご指 摘 あ ります か。 は
い、 どうぞ。





例えばお正月の儀i礼でいうと、1日 か ら7日 までは 「節会」がありますから、これは公家
たちが主導する。 ところが、その後には仏教僧たちが宮中で 「後七 日御修法」 といったよう
な密教の儀礼をおこなったり、南都六宗 ・天台宗の僧たちは、天皇 ・公家の面前で盛んに法
会を行っています。ですから国家の年中行事において、公家 と聖職者は大変補い合 う関係で










先ほどからのお話では、 どちらかとい うと鎌倉新仏教の中の浄土教思想が武力を正当化 した










ていく傾向があ ります。それから密教の修法でい うと、壇の周 りに弓矢や毒薬を並べて、祈
祷 を行 う。 これは明らかに祈 り自体が暴力的な意味合いを持つわけであり、決 して浄土教だ
けが暴力を正当化する意味合いを持ったわけではない。む しろ現在の日本史の歴史学会でよ
くいう顕密仏教の方が、積極的に暴力の正当化に関与しているとい うことの方が、事実です。
VandeWalle:他 に 、 は い 。
平山 朝治:今 の点で、私が浄土教を強調 した張本人ですが、基本的な理解としては、顕密
仏教側の武力の正当化 とい うのも末法の世だか らとい う理解はあると思って宜 しいので しょ
うか。その点だけ確認 させて頂きたいと思います。




また、浄土教の方ももちろん全 く戦乱 と関係がないわけではな く、『太平記』などにみる
ように、さんざん殺生 しておいて、戦闘の最中、最後の死ぬ時になると、念仏僧、特に時衆
の僧を 「陣僧」として連れて行 き、最後に念仏を受けて極楽往生を願 う。非常に手っ取 り早
い贖罪の方法を考えるわけですが、そ ういった意味では浄土教ももちろん暴力の正当化に関
与しています。
三谷:今 のお話で、仏教における 「人を殺 してはいけない」とい う殺生戒のウェイ トは、元
来どの位だったので しょうか。そしてまた比叡山、天台や南都仏教が多くの武力集団を抱え
たときに、殺生戒との関係 を内部で議論 していたことはあるので しょうか。
VandeWalle:これ は少 し本題 か ら外れ そ うな気 がす るのです が、短 く答 えて頂 きます よ
うお願 い致 します。









江川:議 論の主題 が、エ リー トの様 々な機 能 とい う話 か ら、思想 、宗教 、文化 に移 ってい る
と考 えて宜 しいので しょうか。
VandeWalle:一応、聖職 が本題 にな って いるのです が、今現在 、聖職 の役割 ですね。 次
のテーマ として。
江川:も し思想 、文化 、宗教 の問題 に移 ってい るので した ら、先 ほど行われたKaeuper先 生
のお話 について、少 し質 問を したいのですが、宜 しいで しょ うか。
VandeWalle:は い 、 ど うぞ 。
江川:先 ほどの先生のお話ですが、騎士がそ うい う形、キリス トの受難に半ばなぞらえるよ
うな形で、自分たちの肉体的な苦しみといったものを説明する。そのことによって自分たち
をある程度正当化する、或いは価値付 ける。"バ ロライゼーション"と い う言葉を使われま
したが、価値付けるとい うお話でしたが、このことの意味についてですが、少し疑問がある
のは、これはある種の居直り、自己正当化であって、それはどうい うことかとい うと、中世
後期12世 紀以降になると、戦士階級は次第に圧迫 され、 自分たちの存在意義 とい うものを















しての自立もかなり心にかけていま した。 トマス ・マ ロリー著書の有名なアーサー王伝説
(『:LaMorteD'Arthur』)の 中で、一人の騎士、ガー ウェインだったと思いますが、仙人
を訪ねま した。聖杯探査に大失敗 して、そのように仙人(聖 職者)に 伝えると 厂当たり前だ!
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お前は何も分かっていないからだ!」 と仙人は答えま した。 「どうしたらいいか」と助言を
請 うたところ 「罪を自白し」(中世宗教の基本ですから)「そして私が言 うとおりの苦行を必













実は、朝食の時間にこの問題についてGadeleva先 生 とBoogert氏 とお話 ししたところです。
はじめて聞いたお話ですので詳しいわけではあ りませんが、 日本史の経験から見ても、厂武
士」は実際に戦争に参加する 「戦士」の現役ではなくな りましたが、戦士の思想を維持 し続
けました。だから、存在理由と役割が変わっても、その思想体系が残 ります。これは非常に
大切なポイン トです。三つ目の質問の主意が少 し不明でしたが、よその人はこれに納得 した
かどうかとい うことでしたか?
VandeWalle:よ その人、つ ま りほかの階級 の人 に騎 士 とい う階級 の身分 ・存在理 由を納
得 させ ることができたか ど うか とい う質問で した。
Kaeuper:は い、ほとんどできたと思います。勿論、武器 を持っているから、説得力があっ
たでしょうが…誰が見ても素晴らしい騎士道の体系的な神話も作った し、自分たちの血統が
キリス ト以前まで遡るとい う観念も発展 しま した。史料を読みます と、驚きますよ。決して
半聖職者的な内容ではありませんが、聖職者たちはだいぶ不安に感 じたで しょう。でも、聖
職者にとっては騎士が必要な存在であ りま した。例えば、ある聖職者の書物によると 「騎士
がいなければ、世の中は どうなるでしょう。異端者が優勢にな り、我々は敵に襲われて祭壇
の前で殺 され、聖体が踏み潰 されてしま う。騎士を尊:敬しなければならないのだ。」このよ
うに、認めたくない者もいたけれども、一面では成功 したのだ と思います。面白いことに騎
士と聖職者ともに中産階級の市民を憎んでいました。
江川:あ りが とうございました。おそ らく戦士階級の必要性 ということは、社会のすべてが
納得 したと思います。ただそ うい う意味で戦士階級に宗教的価値を負わせるとい うことに、
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VandeWalle:それは、1騎士道 とよく似 ている ところですね。ベネ ッ ト先生、 ど うぞ。
AlexanderBennett:どち らの言語 で話 した らいい で しょう。 では、 日本 語で失礼 します。
このセ ッシ ョンの時間は何 分残 っています か。
VandeWalle:あ と10分 で す ね 。
Bennett:そ うですか。実際に武士道とい うものが存在するかどうか とい う非常に厳 しいこ
とを言われたのですが、確かに実はその武士道 とい う言葉自体は江戸時代になってから使わ
れ始めました。江戸時代に使われるようになったのですが、それでもほとんど使っていなかっ
たのです。江戸時代になってから、平和な時代 とい うことで、武士とい うものは元来戦士で




ですから鎌倉 時代、室町、戦国時代に十分武士とい うもののアイデ ンティティとい うもの
はあったと思 うのですが、他のものがそれを認めていたかどうかという質問があ りました。
それはもちろん、そ うだと私は思います。先ほどKaeuper先 生もおっしゃっていたように、





VandeWalle:ありが と うございま した。
江川:こ こは、倫理 と倫理学 という区別が必要なのではないでしょうか。つまりそれを言葉
にして、そして人に説得 しようとする体系がいつ生まれてきたかということです。
Bennett:な るほ ど。 また難 しい細 かい ところを追求 してきます ね(笑)。 それ こそ笠谷先








戦争はあ りません。対外戦争も内戦 も無く、200年 間、完全な平和です。これは非常に珍 し





ただ一っだけ、「武士道における死」 という問題について、少 し補足的に説明を したい と
思います。騎士道 もそうですが、武士道においても、やはり死 とい う問題は非常に重要なテー
マであります。ある武士道書、大道寺友山の 『武道初心集』では、正月の元 日から始まり、













めをまっとうすることができる。これが 「武士道 とは死ぬことと見つけたり」 とい う言葉の
真の意味です。
騎士道の到達 した地点はいかがでしょうか。比較のために、:Kaeuper先 生か ら少 しお聞か
せ頂きたいと思います。
Kaeuper:質 問の最 後の部分 は聞き取れ ませんで したが。 も う一 回お願 いできます か。
VandeWalle:最後 の質問の部 分を、 も う一度繰 り返 して頂けます か。
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:Kaeuper:あ りが とうございました。まず、騎士が他の人間に納得 させ ることはできるか







いるので、「最終的に死ぬだろ う」とい う意識をしなければいけない という意味です。騎士
の物語には 「キリス トは部下のために死んだ。われわれ騎士 も部下のために死ぬ心構えを持
たなければならないのだ」 という文句がたびたび出てきます。 このように、死ぬことはキリ






Kaeuper:十 字軍戦士は魂の救済 となると思って聖戦に出たわけです。出陣す る前に聖職
者 に何を言われたか推測しかできないが、おそらく 厂聖戦に参加 して苦労す るだろうし、死






ら良いことがあると信 じていま した。 「私はそんなことをしなくてもいい。私は教会のため
に寄付 しているし、懺悔したし、慈善行為もしているし」と考えていた騎士もいたでしょう
が、武勇に重心を置くイデオロギーでは、有意義な死は救出に至ると考えられました。









大きくな ります。今回も、要するに封建制度の定義付 け、feudalism、f60dalit6の 違い、
それから封建制度の違い、昨日辺 りに大きく取 り上げ られるようになったのですが、これを








中で使われている区分は、どうもヨーロッパの歴史区分と少 しずれがあ ります。公家 と武家









て 日本の歴史は、理想か ら逸脱 した異端のものである。或いは不完全なものであるか、のよ












明 日、公開討議があるのですが、その関連事業 として、同じく明 日、講堂に陽明文庫の収
蔵品が何点か展示 されますので、来られる方は、是非この機会を利用してご覧頂くと宜 しい
かと思います。大変珍 しいものもございますので、見るに値するものだと思います。
Pollard:私 の国では こ うい う集 ま りに当たって、 遠 くか ら来 た人 がお礼 を表す こ とは しき
た りとなっています が、 させ ていただいて もよろ しいで しょ うか。















す。非常に簡単ではあ りますが、深 く、厚 く御礼を申し上げたいと思います。 どうもありが
とうございま した。
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